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〒629-3422久美浜町湊宮 1612-34 ぎょそんセンター内  

              湊地区自治会（℡８３－１６１８） 発行責任者 湊地区自治会 会長 榎本和彦 

第 133号 
2023.1 

✿小学校✿  

10(火)始業式  13：40下校       

18(水)授業参観 

25(水)大繩大会 

✿こども園✿ 

4(水保育始め 

10(火)１号認定児３学期始業式 

12(水)新年おめでとう会 

26(木)誕生会 

27(金)布団持ち帰り 

✿ととっこひろば✿ 

25(水)ぎょそんセンター  9：30～  

✿いきいきサロン✿ 

１～3月はお休みです 

✿区長会・自治会・他✿ 

18（水）幹事会・区長会 19：30～ 

※新型コロナウイルス感染拡大防止のため、中止・延期となる場合が

あります。 

湊地区のみなさま。今年も１年大変お世話になりました！！ 

今後、湊地区がもっともっと住みやすく魅力的な町になっていくよ

う、色々なイベントを計画していきたいと考えていますので、みな

さんどうかご協力よろしくお願いします。また、色んなご意見もお

聞かせいただけるとうれしいです(≧▽≦)みなさんにとって、

2023年も笑顔いっぱいの 素敵 な１年になりますように☆                                      

ぎょそんセンター事務員   岡野真奈美 

はじめに、年末のお忙しい中、中学生以上の皆様にお願い致しました「地域づくり

アンケート」にご協力いただきありがとうございました。結果につきましては、また、報

告させていただきます。 

さて、202２年は、ロシアのウクライナ侵攻に始まり、サッカーワールドカップの歓

喜の戦いで終わったという印象です。同じ「戦」でも全くちがいます。そして、私たち

は新型コロナウイルスとの戦いが日常となっていました。そんな中で湊地区自治会

は新たなコミュニティづくり（以下新コミ）に向けて、区長さんはじめ役員の皆様のご

協力のもと取り組みを進めてまいりました。具体的には、地域の皆様の思いや考え

を聴き、語り合う、「湊地区 未来を語るカフェ」を2回、子ども達の「ピチピチ祭り」、

冒頭の「地域づくりアンケート」を行いました。また、次年度からスタートする「ふるさ

とレスキュー」を立ち上げました。そして、新コミの事業に当たっては、「準備委員会」

「ぎょそん戦隊」のみなさんの献身的なご協力無しには、行う事はできませんでした。

この場をお借りして感謝を申し上げたいと思います。 

本年度も、湊地区が少しでも活気づき、多くの皆様に取り組みを知って参加いた

だき、笑顔をお届けできるよう行ってまいりたいと思います。そのためには、各区長・

役員様のご協力は、必要不可欠です。そして、地域の皆様に支えていただき、さらに

前進していきたいと思いますのでご理解ご協力をよろしくお願い申し上げます。 

 

  「湊地区 未来を語るミニカフェ」実施します 
 １月、２月で７つの地区ごとで、上記のカフェを実施しま

す。日程は、各地区より連絡がありますので、是非、ご参加

ください。 

テーマ ・こんなこと、あんなことやってみたい 

・あんなもの、こんなものがあったらいい 

・その他、不安に思うこと など 

＊気軽に皆さんでおしゃべりが出来たらと思います🎵 

 

その⑨

    ～認知症予防はいつから始めるべきでしょうか～ 

 脳の劣化は４０代後半から始まるとされています。実際、物忘れを自覚する人も４

０代後半が多く見られます。認知症で最も多いアルツハイマー型認知症の原因物

質は、発症する 20年程前から溜まると言われています。 

そのため 40歳あたりから認知症予防を意識して始めることが大切です。 

２０‐３０代だった頃と比べて思い当たるかチェックしてみてください。 

① 今、やろうとしていたことを忘れることがある 

② 同僚や友人など身近な知り合いの名前を思い出せないことがある 

③ 以前買ったことを忘れて、同じ物を買ってしまったことがある 

④ 表現したい言葉が、すぐに出てこないことがある 

⑤ 相手に話を聞き返すことが多くなった 

⑥ 先のことを予測したり、計画を立てたりするのが苦手になってきた 

⑦ うっかりミスをすることが多くなってきた 

⑧ 買い物の時のおつりなど簡単な計算が面倒になってきた 

⑨ 別々の作業を同時進行で行うことが、うまくできなくなってきた 

⓾ 新しい家電の操作など覚えられなくなってきた 

⑪ ちょっとしたことで怒ったり、落ち込んだりすることが増えた 

⑫ 趣味などあまり関心がなくなった  

 一つでも思い当たる方は、生活習慣を見直 

してみてください。心身の健康維持に努める 

ことが、認知症予防につながります。 

 

 認知症あんしん 

サポート相談窓口 

グループホームいきがい 

☎0772‐83‐2114 

 


